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今年もコロナ禍で感染対策をしながら、講演会や
啓発活動を行いました。2020 年から始めた全国各
地のライトアップ会場を中継で結び、YouTubeで配
信するLive！ライトアップ 2022を開催し、本を通じ
て認知症の理解を深めていただくために始めた「読む・
知る・認知症キャンペーン」は、全国の図書館や書店
で認知症の書籍コーナーを設置していただき、より多
くの方々への啓発ができました。また当会が作成した
啓発パネルをイベント等で掲示し、来場者に好評でし
た。
「家族の会」では、認知症支援のオレンジライトアッ
プや街頭活動などを全国で取り組んでいますが、厚
生労働省など各省庁で「オレンジリングドレスアップ」
や関係団体・企業の認知症キャンペーンが実施される
など、認知症支援の連携の輪がひろがりました。
認知症支援のオレンジライトアップは、中部電力
MIRAITOWER（愛知県）、奈良市庁舎（奈良県）、
旧福岡県公会堂貴賓館（福岡県）などで実施されま
した。
各地の取り組みの様子を写真で紹介します。

9.21世界アルツハイマーデー
2022年世界アルツハイマー月間

認知症啓発の輪がひろがりました

オレンジリングが浮びあがる厚生労働省庁舎

損保ジャパン

オレンジ色の花を咲かせる
オレンジガーデンプロジェクト認知症の理解が深まるように

願いをこめて出発進行！

長崎県庁

ライトアップは
全国114ヵ所で

本社ビ
ルを使

った

啓発
活動

オレンジリング
ドレスアップ

啓発活動

啓発パネル展示

読む・知る・認知症

認知症関連の図書を展
示

Live！ライトアップ

司会進行
フリーアナウンサー竹上和

見さん（左）

鎌田松代事務局長（右）

中継スタジオ

中継のトップバッター京都タワー
©もへろん
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認知症の理解のために！
世界アルツハイマーデー写真特集

9 . 2 1 W o r l d A l z h

昨年に続きコロナ禍でも、各支部ではLive！ライトアップ2022の中継に参加したり、啓発パネル展示や独自の
取り組みなど、世界アルツハイマーデーを中心に認知症を理解していただくための活動を実施しました。
リーフレット配布も感染対策を万全にして実施。道行く人は快く受け取ってくださいました。道端相談になること
もありました。

▲コロナ禍だからこそ、人との絆、
温もりが必要
今までコロナ禍で、人との交わりがない時
こそ、このような街頭活動で少ない時間
ですが、人との絆、温もりを感じることが
できた瞬間でもありました。

▲多くのご支援をいただきました！
｢今できることから｣と、支部世話人一丸
となって各方面に資料をお届けし、啓発
活動をアピールしました。

▲スーパーでパネル展示
買い物途中に立ち寄って、熱心に見てく
ださいました。

▲3年ぶりに！
久しぶりの街頭活動、一致団結して頑張り
ました。

▲図書館で
市民の皆様に理解が深まるように

▲足を止めてお話を‼
リーフレットを渡しながら認知症について
お話ができました。

▲偶然ですね！
たまたま声を掛けた方は『認知症川柳』で
入賞したとのことで、話しがはずみました。

▲新事務所近くの2ヶ所で街頭活動
リーフ配布の世話人と受け取った方が話
し込む光景も3年ぶり。

▲オレンジハート運動を行いました！
一乗谷朝倉氏遺跡唐門をライトアップ。い
ろんな業種の方と啓発活動を行い、お互
いの理解も深まりました。

▲ライトアップに合せた街頭活動
たくさんの人に認知症についてのしおり等
を配布できました。

▲富士川SA大観覧車
認知症の理解が深まるように願いを込めて
オレンジに！

▲アルツハイマーデー記念シンポジウム
記念シンポジウムを終えて

▲白河の関越えのお城でも
昨年に続き白河市小峰城もライトアップし
ました。

▲充分な感染対策に配慮しながら～
リーフレットを見て「私も“つどい”に行きた
い。参加できますか…？」と。

▲秋の虫の声も応援して
の上山城
高齢女性会員2名石垣にへば
りついて14か所ライトセット
の効果！！

▲千葉駅と津田沼駅で配布
今年は3年ぶりに二駅に分かれて配布。
大学の先生と学生さんも参加してくれました。

青森県支部

宮城県支部

三重県支部

京都府支部

滋賀県支部

北海道支部

神奈川県支部

東京都支部

福井県支部

岐阜県支部

群馬県支部

福島県支部

埼玉県支部

山形県支部
千葉県支部

静岡県支部

啓発活動
全国で
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l z h e i m e r ' s D a y

▲道行く人に声かけ
話し込む方もおられました。

大阪府支部

啓発活動
全国で

▲せんとくん、奈良市長も、みんなもいるよ～
初めてのライトアップは奈良市庁舎を、中
継は朱雀門前で関係団体と交流

▲私たちの意気込みを見てください
お天気とリーフレット配布参加者と受け取ってく
れる人に感謝です。

▲未来を担う子どもたちへ
小さなお子さん連れの夫妻へリーフレット
を手渡ししました。

▲認知症への理解を～
しまねっこの缶バッジがおまけであるので
孫のお土産にどうぞ

▲台風一過の県庁ライトアップ
県庁は人通りの少ない場所ですが、中継に
よって全国の方に見てもらえました！

▲鹿児島市天文館商店街で
台風にも負けず啓発活動頑張りました。

▲佐賀大学美術館―光と音楽の夕べ
オレンジの光の中、楽器の音色が夜空に響き
ました。

▲認知症の理解が広がることを願って
県庁でパネル展示とリーフレット配布、他
県内6カ所で街頭活動を行いました。

▲オレンジ色にそまる
見事に甦った熊本城の天守閣ライトアップ

▲地元のスーパーで啓発活動
本人と家族、支援者が作成したロバ隊長
ストラップやしおり、折鶴、啓発資料をエコ
バックに入れて配布。

▲4年目になります
９月のアルツハイマー月間に事務所の前に
のぼりを立てました。

▲県庁ロビーに認知症啓発コーナー
設置
本人の講演もあり世話人による認知症相
談には4時間で4件ありました。

奈良県支部

広島県支部

鳥取県支部

島根県支部

宮崎県支部
佐賀県支部

長崎県支部

熊本県支部

高知県支部

徳島県支部

鹿児島県支部

福岡県支部

今年のリーフレット
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オレンジサロン石蔵カフェの誕生・その歩み
栃木県支部　世話人代表　金澤　林子

第７回

●本人からの訴え
　つどいに、若年性認知症と診断されていた杉村幸
宏さんが奥様と参加されました。『僕はまだ何かでき
ると思う。僕のできることがあれば手伝わせて。人の
役に立ちたい』と訴えました。
　介護家族たちから、『日々の介護が報われない気持
ちになる』『本人から一言も感謝の気持ちを言われた
ことがない』などと、介護に疲弊した気持ちから出た
言葉に、杉村さんは、『なりたくて病気なったのではな
い』『家族のために働いてるのだから。』と諭すように
訴えました。
　介護者たちは、その言葉に感嘆と驚きの複雑な思
いでした。

●  「人の役に立ちたい」の言葉を受
けとめて試行錯誤

　本人の想いを重く受け止め、何とか形にできない
かと思い悩んでいました。当時は、つどいを定期的に
開くのが精一杯で、何かを新たに展開するのは厳し
い人員的理由がありました。そのため、顔見知りの農
家、果樹園、解体業、町工場経営者などに、本人を受
け入れてくれる場所はないかと訪ねまわりました。
　これならできるという本人の情報が何もわからず、思
いはただ一つ「本人の想いを形にしたい」だけでした。
　農家では、ねぎの根切、解体業では古材の整理、梨
の生産農家では枝切りなど仕事のお試しをさせてい
ただきました。果樹園では本人に対価がいただけまし
た。解体業では本人ができる内容を探して雇用の形

態をも考えてくれました。本人にとって、何が合うの
か、何ができるのか、家族もそれを探しながら本人に
寄り添い見守りました。
　しかし、認知症の人にとって見慣れない場所で働く
ことで、不安が生じ求められる行動ができない状態に
なりました。緊張感が続くばかりでは、誰でも疲れま
す。本人が自分の時間の確保ができれば、より良い介
護が続けられるのではないでしょうか。

●「本人・家族にとってどうあればよいのか」
　役割を果たした達成感があること
　同じ仲間がいる
　心地よい、少しの忙しさを体感できる
　できたら対価が得られる
　数名の援助者（パートナーボランティア）がいる
　楽しく思えること
　やる気が継続すること

　実際に動いてみなければわからないことばかり、認知

サロンの仲間たち

全12回

「人の役に立ちたい」との本人の訴えを形に！と模索を重ね、「オレンジサ
ロン石蔵カフェ」へと結実させた道のりについての栃木県支部金澤林子代
表の報告です。今後も、本人の発信に学び、継続を力に、今必要なこと、
やりたいこと、やるべきことに取り組みたいと抱負を語ります。

今、考える
本人支援
・家族支援
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症本人の元気さがいつまで保てるのでしょうか。すぐに
行動を起こす必要性を強く訴えながら、場所探しを始め
ました。

●「オレンジサロン石蔵カフェの始まり」
　具体的な構想は
なく、サロンはどう
だろうかぐらいの
ものでした。
　杉村さんは人と
話をするのがとて
も好きで、接客が
向いているように思えました。仲間うちでカフェの真
似事の繰り返し、接客練習を重ねました。
　運よく、社会福祉法人とちぎYMCAが所有する、
古い大谷石の蔵を無料で使用することができました。
2012年7月、支部会報で、「プレ石蔵カフェ」開催を
知らせました。多くの会員が杉村さんの生き生きとし
た姿にふれ、介護家族からはこのような場所がいつも
あれば嬉しいとの声が多く出ました。

●『本人の思い「人の役に立ちたい」』
　サロンでは、本人もやりがいを感じているようで、
得意とすることの再発見の現場でもありました。何に
もない状態での始まりでしたが、場所代が無料なの
は、何よりも大きな地域からの支援でした。
　当時、宇都宮市内では認知症の本人が、サロンで
ボランティア活動をしているところはどこにもありま
せんでした。本人の真面目な姿や話に人柄がしのば
れて多くの人をひきつけていました。

●「宇都宮市から業務委託を受託」
　開催日には、30人以上多い時には50～60人の介
護家族、認知症に関心のある方、民生委員、専門職の
方たちが来られました。
　この年、宇都宮市からの助成金で、備品などをそろ
えることが出来ました。
　翌年度には、「認知症の本人や介護家族の相談業
務の事業」を受託し、本人やボランティアに交通費と
して支払いができるようになってきました。
　地域の方たちが食事作りのボランティアとして名乗
りをあげてくれました。また、野菜、食器などの寄付も
いただきました。

　石蔵カフェは毎月第２木曜日と第１・３日曜日に開
催しています。毎回、複数の本人たちが食器洗い、配
膳、下膳、注文取り、来られた方たちとのお話しなど
のボランティアをしています。

●本人たちからの積極的な声が
　「自分たちでも何か料理したいね」とのご本人たち
の希望があり、話し合いを行い、2019年から毎週土
曜日に実施することになりました。
　何でも全力で楽しもうと「はっちゃけ道場宿」と、若
年性認知症の井上茂子さんが名付けました。行って
みたいところ、してみたいこと、見てみたいこと、食べ
てみたいことをみんなで決めました。

●継続が力になることを願って
　認知症の本人の声に耳を傾け、想いを形にするこ
とを一つひとつ積み重ねて、今があります。何よりも
ご本人が楽しめる場所でありたいとの思いで続けて
きました。
　一人の認知症の方の発信から、今必要なことが見
えてきて、やりたいこと、やるべきことを学んでいま
す。これからも継続が力になることを願って取り組ん
でいきたいです。

美味しいお菓子ができました

金澤　林子
栃木県支部　世話人代表

1945年埼玉県生まれ。結婚で宇都宮に。義父母の介護、

と実母の遠距離介護を経験。同時期に、在宅介護支援セ

ンター、特別養護老人ホーム施設長歴任、2010年から家

族の会栃木県支部世話人代表現在に至る。

プロ
フィ
ー
ル

次月号は、認知症本人・家族の双方に対する一体的支援（宮城県支部）（仮題）です。

素敵な音色にいやされました
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本人登場

私らしく

仲間とともに
No.204

徳島県支部　若年性認知症のつどい
“縁の会 ”は、2015年 8月、MCIの診
断を受けたTさんを中心に、「同じ悩みを
持った人が集まる場を作りたい」との思い
を受けてスタートしました。徳島県支部代
表の大下直樹さんからの紹介です。

（編集委員　松本律子）

コロナ禍の中でも毎月交流を続けて
徳島県立総合福祉センターを会場に、毎月１回、当
初は、参加人数が少なかったので、家族も同じ会場で
交流していました。そのうち、本人の人数が増え、本
人と家族それぞれで交流したいとの要望があり、今で
は、本人は２階で、家族は１階で、分けて活動しています。

認知症の症状をも笑いに変えて
「私をなんと思ってるん、私は認知症よ！」
帰宅した夫から、「頼んだことできてない・・・」と
指摘された妻本人が発したコトバです。本人にこう切り
返され、引き下がるしかなかった夫の説明に、参加し
ていたメンバーは爆笑の渦に包まれました。これが本
人たちだからこそ出せる場の力です。
メンバーはみんな認知症であると了解しているので、
認知症の症状をも笑いに変えて、披瀝し合います。認
知症あるある！の失敗談や、生活での困りごとや工夫。
話題は尽きません。
２階から溢れてくる笑い声に、１階の家族は「なんで？
なんで？」と興味津々。

「何する？」「何したい？」～アイデアが続々
集まる都度、何をしたい

か、これまでの経験等をヒ
ントに聞いていきます。「本
人登場」１月号２月号に登
場した島田豊彰さんの発案
で、耐火煉瓦でピザ窯を築

いてピザを焼きまし
た。いろいろな燻製
を作ったり、すだち
を収穫するなど、ア
イデアがどんどん生
まれています。そして
「反省会は、酒を飲
みながらしたい」と

の意見も！当然、実現しています。それらの活動には家
族も一緒に参加し、いつも笑いに包まれた交流会やカ
フェとなっています。

「おれんじドアとくしま」がスタート
　～仲間が増える
今年１月から、縁の会

当日の午前中、島田豊
彰さんを中心に「おれん
じドアとくしま」を開催
しています。当事者の
参加が徐々に増えていま
す。当事者が元気にな
ると、家族も元気になる。
そして地域も。そんな相
乗効果を期待しつつ、こ
れからもますますパワー
アップしていきます。

北海道◉11月7日㊊13：15～15：30
本人のつどい→かでる2.7
山形◉11月16日㊌13：30～15：00
なのはな→さくらんぼカフェ
埼玉◉11月19日㊏13：30～15：30
若年のつどい・上尾→（福）あげお福祉会
千葉◉11月27日㊐13：00～15：30
本人・家族交流会→県社会福祉センター

神奈川◉11月20日㊐13：00～15：30
本人と家族のつどい→横浜市二俣川地域ケアプラザ
静岡◉11月8日㊋10：00～12：00
若年性のつどい→富士市役所
愛知◉11月12日㊏13：30～16：00
元気かい→東海市しあわせ村
和歌山◉11月13日㊐13：00～15：00
若年性認知症交流会→ほっと生活館しんぼり
岡山◉11月12日㊏13：00～15：00
ひまわりの会→総社市清音福祉センター

広島◉11月12日㊏11：00～15：30
陽溜まりの会広島→広島市中区地域福祉センター
徳島◉11月19日㊏13：30～15：30
縁の会→県立総合福祉センター
長崎◉11月8日㊋13：30～15：30
本人・若年のつどい→させぼ市民活動
交流プラザ
熊本◉11月5日㊏13：00～15：00
若年のつどい→県認知症コールセンター

本人交流の場
（詳細は各支部まで）

情  報
コーナー

新型コロナウイルス感染の影響により、変更ないし、中止となる可能性があります。

徳島県支部　縁
えにし
の会

ピザ窯を築く仲間たち

できあがり上々のピザ！！

青空の下、スダチを収穫
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このコーナーに寄せられたお便りの他、入会申込書、「会員の声」はがき、支部会報から選び掲載しています。

〒602-8222　京都市上京区晴明町811-3　岡部ビル２F
「家族の会」編集委員会宛
  F A X    075-205-5104 　
   Eメール  office@alzheimer.or.jp

お便りお待ちしています！

大阪府　Aさん（60歳台　女性）
80 歳台の実母はサービス付き高齢者向け住
宅に5年、特養に3年入居していましたが、コ
ロナ禍で体調を崩すことが多くなり、何度かの
入退院を経て、看取りを前提として在宅介護に
切り替えました。私は正社員として就業中のた
め、介護休暇をとりました。その当時利用した
介護サービスは訪問介護、訪問看護、訪問入浴。
在宅になり、看取りどころかだんだんと元気に
なったため、介護休業を1カ月残して仕事復帰
しました。介護と両立するために、看護小規模
多機能型居宅介護を利用し、半年余り介護しま
した。しかし、心身の衰えの流れに抗うことはで
きず、昨年 10月に老衰で他界しました。重度
の認知症で私のこともわからず、会話もできない
状態でしたが、在宅に切り替えてからは笑顔もよ
く見られ、楽しい生活を送ることができたと思い
ます。

神奈川県　Bさん（30歳台　男性）
老人ホームで介護福祉士として働いています。
今年、祖母が体調を崩してから祖母の介護もす
るようになり、家でも介護をしています。家族とな
ると仕事とは違い、なかなか思うようにできない
のと、周りからは介護士なのだからちゃんと看な
さいと言われ、プレッシャーと孤独を感じていま
す。
職場では、国の人員基準が見直されたのを機

に、職員を少なくし、AIを導入することになり、
ただでさえ少ないのにと、もどかしさを感じてい
ます。認知症の方やご家族や介護士さん、当事
者の皆さんが何を思い、何を必要としているの
か、家族として、職場でという狭い視野でなく、
もっと広い視野で知りたいし、当事者の皆さんと
関わってみたいと思います。

新潟県　Cさん（40歳台　女性）
70 歳台の実母が初期のMCIと診断されまし

た。中高生の頃、両祖母とも認知症でした。今
度は実母のスタートラインに立ちます。明るく、
前向きに関わりたいです。

在宅に切り替えて笑顔 プレッシャーと孤独を感じ…

スタートライン
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 和歌山県　Dさん（50歳台　女性）
地域包括支援センターの仕事に縁ができて
16 年目となりました。子育て中、母には大変お
世話になりました。私が子どもの時には教育熱
心で、よく叱られていましたが、孫にはとても優
しく接してくれていたのです。成長して預けるこ
ともなくなったある日、母が会計の役割を持って
いた会から、振り込みされていないという電話
を受けました。仕事では理解しつつも、戸惑い
がありました。アルツハイマー型認知症という病
気、水頭症という病気はあれど、おかげさまで
その後の脳梗塞をきっかけにデイサービスに通
うことになりました。6歳上の父が母と二人の生
活を維持するのには、周りの方の理解があって
こそです。隣町からエールを送りながら、私も
ライフワークバランス、悔いのない人生を歩ん
でいきます。

 奈良県　Eさん（80歳台　女性）
夫は要介護 3のアルツハイマー型認知症で
す。デイサービスは週 2回利用していますが、
毎回「行きたくない」と言い、時には11 時過
ぎに一度帰ってきます。しばらくして落ち着いた
ら、「昼食と入浴をしてから」と言って送り出し
ます。午後 1時 30 分頃に帰ってきますが、帰
宅後 5分もたたない間に徘徊が始まり、1日1
万歩近く歩きます。一緒に歩いていますが、老々
介護の身の私の方が少々バテ気味です。
要介護 3になった時点で特養に申し込みまし

たが、徘徊する人は職員がひとり付かないとい
けないことと、施設は出入り口を開放しているの
で今の時点では入居は難しいと言われました。
要介護 2・3の介護が一番大変な時期に入居
できず、なんのための介護保険制度なのかと疑
問があります。車椅子や寝たきりになれば受け
入れてもらえます。施設側も介護者側も共に弱
者です。よりよい介護の解決策を日々 思いつつ、
介護生活を送っています。

 熊本県　Fさん（60歳台　女性）
夫と夫の母、私と私の母の 4人暮らし。全員
高齢者です。両母とも要介護認定を受けていま
す。認知症の実母と糖尿病の義母、夫の助け
はあるものの、介護は私が主に行っています。
実母は寝ない日があり私も寝ずに介護。義母に
も認知症の症状が出てきており、自分の限界を
感じています。

 東京都　Gさん（60歳台　女性）
同居する義母のことで悩んでいます。2～ 3
年前から届いた重要な手紙を理解することがで
きず、生活に支障がでてきました。認知症の経
過を見ると、中等度の段階だと思われます。本
人は受診を拒んでいます。今年の 3月に夫（義
母にとっては息子）が亡くなりました。都内に義
妹がふたりいますが、怒りっぽい母親を怖がっ
て会いにきません。相談相手がいないのと、専
門的なことが知りたいので、「家族の会」に入
会します。

 宮崎県　Hさん（50歳台　女性）
介護認定で、母が要介護 2から3になりまし

た。いろいろとできなくなっているな～と思って
はいましたが、毎日毎日の変化で、それなりに
対応しているので、自然な感じで暮らしていま
す。困っていることは、母が言葉らしい言葉を
言わなくなったことで、何を言おうとしているの
か、理解できないこともあることです。皆さんど
のように対応というか、理解されているのだろう
と思っています。

周りの方の理解があればこそ

大変な時期に入居できない？

全員高齢者

生活に支障が出てきました

言葉を言わなくなった

※お名前はイニシャルではありません。年齢は「50歳台」等で表記しています。
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自治体訪問キャラバン

「ともだち作戦３カ年計画」１年目がスタート

コロナ禍でお休みしていた自治体訪問キャラ
バン、３年振りに各自治体の高齢者担当の方々
と、アルツハイマーデーをはじめとした様々な認
知症施策の情報交換を行いました。６月から８月
にかけて１０日間、県内５４ヶ所にお邪魔しました。
どの自治体も認知症施策を意識されているよ

うですが、それぞれの市町村で認知症に関する
取り組みに温度差
があること、認知
症予防の体操教室
やサポーター養成
講座など各市町村
が工夫していること

を知ることができま
した。また人口が
少なく、各町単独
での支援プログラ
ムや交流会が無理
な地域でも、漫画
冊子や本部の冊子に関心を示される姿を見て、
地域によって必要な「家族の会」の関わり方が
あるのではと感じました。
どの自治体でも交流会ができるようになれば
良いと思いました。コロナ禍でブランクはあって
も、今までの訪問の積み重ねの成果を感じまし
たと報告がありました。

昨年１０月、岩手県支部と陸前高田市の家族の
会との連名で、陸前高田市長に「認知症の人と
家族の生活改善等に関する要望書ーともだち作
戦、３カ年計画ー」を提出し、陸前高田市は本
年度から本格的に取り組むこととなりました。こ

の趣旨は、認知症になって孤独を感じている人
に対して、同じような趣味を持ったボランティアが
「友人」となり、共に歩んでいく。当事者によっ
て頼りになる人を育成するという計画です。
一年目は、一番身近な孫世代に認知症を理解

してもらう目的で市内の小・中学校をボランティ
ア劇団「気仙ボケ一座」が巡り、寸劇や対話を
通じて深めてもらう活動を始めました。
参加した２／３の児童が祖父母と同居してお

り、後日の感想文では、「私たちの祖父母が認
知症になってもどうやって一緒に暮らしていけ
ばよいのか分ったので、その劇のやり方をまね
して一緒に暮らしていきたい」と。将来頼りに
なる孫世代の存在が目に浮かびます、と報告が
ありました。

全国の「家
族の会」支部

会報から活動を紹介！！

まちでも
　むらでもいきいき「家族の会」

愛知県
支部

岩手県
支部

編集委員／井垣 敦

豊山町

あま市

寸劇の一コマ


